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あらまし 本研究では，時空間およびユーザ属性に基づくツイート推薦によるランニング支援システムを提案する．

近年の高齢化や，健康ブームの後押しもあり，ダイエット，健康促進，体力維持を目的としたランニングに取り組む

人々が増えている．先行研究では勾配や距離による心拍数の影響とツイート数による自覚的運動強度の影響の検証を

行ってきた．しかしながら，先行研究ではツイート数だけに着目していたため，本研究ではジオタグ付きツイートか

らスポットごとの特徴抽出を行うことで，時間や場所だけでなくユーザの年齢や性別，嗜好に合わせたスポット推薦

によるランニング支援システムの開発を目的としている．

キーワード ランニング支援システム，GPS，ジオタグ付きツイート解析

1. は じ め に

近年の健康ブームの後押しもあり．ダイエットや体力維持を

目的としたランニングに取り組む人々が増えている．平成 31年

にスポーツ庁が実施した「スポーツの実施状況等に関する世論

調査」[1]では，ランニングに取り組む人口の割合が高く，今後

行なってみたいスポーツの上位にも入っている．国の政策とし

ても厚生労働省とスポーツ庁が「スマート・ライフ・プロジェク

ト」[2]というプロジェクトを立ち上げ，「健康寿命をのばそう!」

をスローガンに．国民全体が人生の最後まで元気に健康で楽し

く毎日が送れることを目標とした国民運動を行なっている．し

かしながら，運動が健康に良いことが分かっていても，継続し

て運動を行うことは容易ではなく．ランニング支援システムを

開発することの意義は大きい.

最近ではスマートフォンやスマートウォッチなどを使用でき

る NiNIKE+Running [3] や STRAVA [4] といったランニング

支援システムが一般的に普及している．これらのランニング支

援システムは一般的に日々のワークアウトの管理やルートの推

薦，ランニングのプラン作成などのユーザの身体情報の管理，

SNSなどを用いた自身のランニングの結果や写真のシェアを行

うものが多い．

そこで我々はジオタグ付きツイートからスポットごとの特徴

抽出を行うことで，時間や場所だけでなくユーザの年齢や性別，

嗜好に合わせたスポット推薦によるランニング支援システムの

開発を提案する．

以下，２章では関連研究との比較を述べ，３章ではランニン

グ支援システムの提案手法について説明し，最後に４章でまと

めと今後の課題を述べる．

2. 関 連 研 究

ランニングを行う上で．ランニングを継続するための「動機

づけ」が重要となる．これは，ランニングは一般的には肉体

的にも精神的にも辛く，つまらないといった印象が強いためで

ある．本研究では，ランニング継続のための動機付けとして，

ユーザにとって精神的な楽しみを提供する支援システムを目指

している．本節では，既存に提供されている既存サービスを含

めたランニング支援システムの研究，位置情報に基づく歩行者

向けルート推薦に関する研究，SNSデータに基づく推薦手法に

関する研究を紹介する．

NIKE+Runningでは．消費カロリーや距離．速度．心拍数

といった日々のワークアウトを管理や facebookなどの SNSを

通じて記録のシェアができる．しかし．SNSでのシェアはプラ

イバシーの問題があり．コースの記録によって自宅の位置が分

かる可能性がある.

STRAVA はアスリート向けのランニングに限らず，サイク

リングや他の様々なスポーツのアクティビティを記録，分析を

行う．このアプリケーションの特徴は全ユーザが走ったランニ

ングコースを記録し，ユーザに対してルートの推薦を行なって

くれることである．また，走ったルートの写真や記録を他の

ユーザとシェアでき，ユーザのモチベーションを高めることが

できる.

高石らは，位置情報記録式 GPS装置と心拍数記録装置を併

用することにより，歩行速度，歩行経路および運動強度を明ら

かにし，その結果から個別に具体的なウォーキング指導方式の

提案を行なっている [5]．しかし，指導内容の採用，実践につい

ては被験者の意志に委ねられているため，あくまでもウォーキ

ング改善の「提案」であり，手間がかかる．また，ルート推薦

自体には注目していない．つまり，リアルタイムでウォーキン

グルートの推薦・変更を自動的に行う事が可能になれば，手間

を省く事ができると考える．

武藤らは，ウォーキングコースの見どころポイントや，ウォー

キングコースの共有機能を基に，スマートフォンを活用した



図 1 システム概要図

ウォーキング支援サービスを提案している [6]．見どころポイン

トや危険情報を共有機能により，情報を取得するが，ユーザの

身体的負荷情報は個人により様々であるため共有機能では考慮

されていない．

石川らは, ジオタグ付きツイートから地域依存単語が使用さ

れている地理的範囲 (スポット)を特定すると共に，その単語が

使用されているスポットを特定することを試みた [7].

岡田らはジオタグ付きツイートを用いたナビゲーション VR

システムを提案している [8].ルート上にツイートの詳細なパネ

ルを設置し,ツイート情報によって魅力的な場所の知識をユー

ザに知らせるということを行なっている.パネルに表示される

ツイートはより新しく呟かれたツイートであり,ユーザ特性は

考慮されていない.

本研究では, ランニング支援という目的で, 他の研究とは異な

り, 時間, 場所, ユーザの年齢や性別．嗜好に合わせたスポット

推薦を提案する.

3. 提 案 手 法

3. 1 概 要

本研究では．口コミからスポットごとの特性を抽出すること

で．時間や場所だけでなくユーザの年齢や性別．嗜好に合わせ

たスポット推薦によるランニング支援システムを提案する.

ランニングは健康促進や体力向上に効果があると言われてい

る．しかし．辛い．面倒臭い．苦手といった意識がランニング

のモチベーションを低下させてしまい，本来目的としているダ

イエットや体力向上を達成することができなくなる恐れがある．

つまり，ユーザにとって効果的であり，精神的に楽しみながら

ランニングに取り組める環境は重要である．

本研究で実現を目指すランニング支援システムの概要を図

1に示す．提案するツイート推薦方式は，ランニングしている

ユーザ Aとユーザ Bのユーザ特性に合わせて，次の交差点の

ツイートを音声案内で推薦し提供する．例えば，男性のユーザ

Aが夜にランニングしていた場合には、「次の交差点では”夜景

が綺麗”だそうです」といった音声が流れ、猫好きのユーザ B

さんには、「次の交差点近辺では”猫カフェ最高”です」といっ

た音声が流れる．

ジオタグ付きツイート等から取得可能なスポットごとの特性

を抽出することで．時間や場所だけでなくユーザの年齢や性別，

図 2 ユーザが向かう交差点の推定

嗜好に合わせたスポット推薦を実現し，ユーザが楽しめるラン

ニング支援を目指す.

以下，取得する情報および取得方法（3.2節），スポット推薦

方法に関する検討（3.3節），システム実装に向けた検討（3.4

節)について説明する．

3. 2 取得する情報および取得方法

3. 2. 1 位置情報取得

提案するツイート推薦方式は，ランニングしているユーザ A

とユーザ Bのユーザ特性に合わせて，次の交差点のツイートを

音声案内で推薦し提供することを目指している．

次の交差点は次のように求める. t 秒前にユーザがいた地

点の緯度経度を (xj−1, yj−1) とする. ユーザが今いる地点を

(xj , yj)とする.この２点から２地点間の距離 dx = xj − xj−1，

dy = yj − yj−1 を計算する. ユーザが次に向かう交差点の緯度

と経度を (xi, yi)とする. 図 2のように (xj−1, yj−1)と (xj , yj)

の中点を原点として交差点 (xi, yi)を求める. オープンソース

ソフトウェアである QGISにより，Open Street Map (OSM)

データ [14] を取得する．OSM データの各交差点の緯度経度，

緯度経度に対する通りの名前を利用する. ユーザの現在地の取

得には Google Developers [9]を用いる.

3. 2. 2 心 拍 数

心拍数は，適度な負荷に設定するために，目標心拍数 [10]を

算出することにより実現を目指す．算出式は，

　 (220 - 年齢 - 安静時心拍数) * 目標係数 + 安静時心拍数

により求めることができる．一般的に最もダイエットに効果的

な主観的運動強度は目標係数が 0.4～0.6の強さが望ましいと言

われている．

表 1 は，RPE(自覚的運動強度) と心拍数との相対関係を示

している．今回の実験では最もダイエットに効果的である「や

や楽」～「ややきつい」と定義される，強度が 40～60パーセ

ントを目安にする．

3. 2. 3 勾 配

勾配情報については，国土地理院の基盤地図情報数値標高

データ [11] を用いる．標高データの間隔は 5m メッシュ毎の



表 1 RPE(自覚的運動強度) と心拍数との相対関係

(日本健康運動研究所のWeb ページ [10] より引用)）

標示 自覚度 強度% 心拍数（拍/分）

20 もうだめだ 100 200

19 非常にきつい 92.9

18 85.8 180

17 かなりきつい 78.6

16 71.5 160

15 きつい 64.3

14 57.2 140

13 ややきつい 50

12 42.9

11 楽に感じる 35.7

10 28.6 100

9 かなり楽に感じる 21.4

8 14.3 80

7 非常に楽に感じる 7.1

6 （安静） 0 60

図 3 OSM データ (ポイント数 6．662 点)

データを用いることにより，勾配データの取得を行う．そして

取得した勾配については，オープンソースソフトウェアである

QGIS [12]を用いて，緯度経度と標高情報を含んだ道路ネット

ワークを作成する．

3. 3 ランニング支援システムの実装に向けた検討

3. 3. 1 地図データおよび標高データの取得

オープンソースソフトウェアである QGIS により，Open

Street Map (OSM) データ [14] を取得する．図 3 に，取得し

た OSMデータを示す．今回取得した範囲は京都を中心とする

6,662点のポイントである.

また，QGISを用いて勾配，緯度経度の情報を全ての点に付

与し，さらに緯度経度の差分より，道の長さを算出する．図 4

にそれらの各数値データを例を示す．idは各ポイントを識別す

るためのものであり，DNは標高（m），xcoard，ycoardはそ

れぞれ経度と緯度である．勾配は DN間の差分より算出する．

以上の提案に基づき，スポット推薦によるランニング支援シ

ステムの実装を進めている．スポット推薦によるランニング支

援システムの実装にあたり，1.取得情報の確立，2.スポット推

薦方式の実現，3.システム実装，の 3段階構成で考えている．

4. ま と め

本研究では，時空間およびユーザ属性に基づくツイート推薦

によるランニング支援システムを提案した．本論文では，ジオ

図 4 取得した標高，緯度経度のデータ

タグ付きツイートからスポットごとの特徴抽出を行うことで，

時間や場所だけでなくユーザの年齢や性別，嗜好に合わせたス

ポット推薦によるランニング支援システムの実装方法だについ

て述べた．今後，提案手法をシステムに構築し，検証実験を行

う予定である．
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